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研究成果の概要（和文）：インドネシア小学校における統合的テーマ学習にはクモの巣モデルが採用され，ま
た，その核になるテーマは，低学年ではトピック，学年が上がるにしたがってトピックと概念が選択されてい
る。クモの巣モデルでは，核になるテーマと各教科に何らかの関係性がもたされるが，教科相互の関係性は求め
られない。全ての教科の内容を網羅しながら統合カリキュラムを作成するためには，内容的関係性を見いだしや
すいテーマを核に据え，教科相互の関係性を必ずしも求めないクモの巣モデルが使い勝手のよいモデルであった
と推測される。日本の小学校で全教科の内容を網羅する教科横断的学習カリキュラムを作成する場合は参考にな
るであろう。

研究成果の概要（英文）：A web model is adopted for integrated theme learning in Indonesian 
elementary school, and the core theme is a topic in the lower grades, and topics and concepts are 
selected as the grade goes up. In the spider web model, there is some relationship between the core 
theme and each subject, but the relationship between the subjects is not required. In order to 
create an integrated curriculum that covers the contents of all subjects, the spider web model, 
which focuses on themes that make it easy to find content relationships and does not necessarily 
require mutual relationships between subjects, was an easy-to-use model. Guessed. It will be helpful
 when creating a cross-curricular learning curriculum that covers all subjects in Japanese 
elementary schools.

研究分野：社会科教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
平成２９年版学習指導要領では，子どもたちに確かな学力を身につけさせるために，教科等横断的な学習と「主
体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を学校に求めている。特に教科等横断的な学習を実現するた
めに，学校がカリキュラムマネジメントを行うことを求めている。しかし，どの教科のどの内容をどのように組
み合わせたらよいか，それはなぜかを示しているわけではない。インドネシア小学校における統合的テーマ学習
にはクモの巣モデルが採用され，また，その核になるテーマは，低学年ではトピック，学年が上がるにしたがっ
てトピックと概念が選択されていることは，全教科を網羅する教科横断的カリキュラム作成の参考になる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
平成２９年３月に告示された学習指導要領では，子どもたちに確かな学力を身につけさせる
ために，教科等横断的な学習と「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を行うこ
とを学校に求めている。特に教科等横断的な学習を実現するために，学校がカリキュラムマネジ
メントを行うことを求めている。しかし，どの教科のどの内容をどのように組み合わせたらよい
か，なぜそのようにしたらよいかを示しているわけではない。最終的には判断で独自の教科横断
的学習を組織しなければならない学校が必要とするのは，教科横断的学習を組織する際の，基本
的な内容編成原理であろう。 
教科横断的学習を組織するための内容編成原理を明らかにするために，諸外国の事例を検討
することは有効であろう。インドネシアでは2013年カリキュラムによって，小学校の全学年に，
既存の教科の目標・内容を記載すると同時に，全学年において教科横断的学習を推奨する仕組み
を導入し，2016年以降３年かけて（１年生と４年生から始めて，２年生と５年生，３年生と６
年生に順次）全学年で教科横断的学習のみを行うこととした。小学校の全学年で教科横断的学習
のみのカリキュラムを実施するため，2013年以降，全学年を縦断するテーマ別の教科書が作成
され，使用されている。 
 
２．研究の目的 
全教科横断的内容編成を課しているインドネシア２０１３年カリキュラムに準拠して作成さ
れた小学校１年生〜６年生までのテーマアプローチ教科書と教師用指導書，首都ジャカルタ，地
方都市パレンバン市，ジョグジャカルタ市，マナド市の，国家試験成績で特徴的な小学校におけ
るカリキュラムと実践，協定校であるスリウィジャヤ大学教育学部等で実施されているテーマ
アプローチに関する教員養成・研修内容を分析することで，インドネシア小学校において全教科
横断的カリキュラムがどのような考え方によって編成され，そのことによって学力がどのよう
に保証されているかを明らかにする。そのことをもとに，学力を保証する全教科横断的カリキュ
ラム編成原理を明らかにする。そして，明らかにした全教科横断的カリキュラム編成原理を，日
本の小学校における教科横断的学習カリキュラムマネジメントにどのように活かすことができ
るか考察する。 
 
３．研究の方法 
１）2013年カリキュラムにおけるテーマアプローチの位置づけの確認 
２）2013カリキュラム準拠教科書・教師用指導書の分析 
３）国家試験成績で特徴的な小学校におけるカリキュラム・実践の分析 
４）テーマアプローチに関する教員養成・研修内容の分析 
５）各種分析の総合と日本の小学校における教科横断的学習カリキュラムマネジメントへの活
用方法の検討 
ただし，2020年から 2021年にかけて新型コロナ感染症が世界中で広まったため，海外渡航が

困難になった。また，インドネシアでは国家試験が中止となり，大学・学校も断続的に休校とな
った。そのため，３）と４）については十分に実施することができなかった。 
 
４．研究成果 
１）はじめに 
インドネシアでは，2013 年カリキュラムによって，小学校の全学年に統合的テーマ学習が導
入された。2006 年カリキュラムでは，１年生から３年生までに統合的テーマ学習が導入されて
いたが，2013 年カリキュラムによって，４年生から６年生までにも統合的テーマ学習が導入さ
れることになった。カリキュラム上の内容編成が統合的テーマ原理によって行われているので
はない。カリキュラム上は，インドネシア語や算数などの，従来の教科が存在し，教科ごとに目
標・内容が示されている。しかし，授業を計画し，実施する際には，統合的テーマアプローチの
採用が求められている。教科書の内容も，統合的テーマ原理によって編成されている。 
本論文では，インドネシア小学校では，どのような目標のもとどのような教科が設定されている
のか，統合的テーマ学習はどのような内容編成によって行われることになっているのか，統合的
テーマ学習の統合の原理はどのようなものかについて明らかにしていく。 
 
２）2013年カリキュラムの概要 
2013 年カリキュラムでは，小学校教育全体の目標と各教科の目標を，どのように規定してい
るのであろうか。また，総合的テーマ学習はどのように位置づけられているのだろうか。小学校
教育全体の目標は「中核コンピテンシー」として，各教科の目標は教科ごとの「基礎コンピテン
シー」として規定している。 
中核コンピテンシーは，「宗教的態度」，「社会的態度」，「知識」，「知識の応用」の４つのカテ

ゴリーについて，おおよそ学年別に設定されている。＜図表１＞「宗教的態度」は，各児童が信
仰する宗教を受入，尊重し，行う態度を養うことを目標としている。「社会的態度」は，家族や
友だち，隣人，先生という他者と適切にかかわる態度を養うことを目標としている。「知識」は，
さまざまな現象に興味をもち，それらに関する知識を得ることを目標としている。そして「知識
の応用」は，習得した知識を適切な方法で表現することを目標としている。このような中核コン



ピテンシーによって，１年生から６年
生までの学習が垂直的に関連付けら
れると同時に，同一学年の学習が水平
的に関連づけられることになる。 
各教科の目標は，「基礎コンピテン
シー」として，教科ごとに設定されて
いる。2013 年カリキュラムでは，小
学校には８つの教科が設定されてい
る。このうち，理科と社会科のみ第４学年から第６学
年までの教科であり，残りは全学年で学習する教科で
ある。＜図表２＞例えば社会科の場合，第４学年から
第６学年までの各学年について，中核コンピテンシー
の４つのカテゴリー毎に，３〜５の目標が設定されて
いる。＜図表３＞「知識」や「知識の応用」のみなら
ず，「宗教的態度」と「社会的態度」についても，社会
科の学習対象にかかわる目標が設定されており，社会科の学習をとおして，小学校教育全体の目
標達成が図られる関係となっている。社会科の学習対象は，「知識」に関する基礎コンピテンシ
ーによって示されている。第４学年は，「周辺」の自然環境，社会環境，文化環境，経済環境お
よびヒンドゥー仏教時代とイスラム時代の政治，社会，経済，教育である。第５学年と第６学年
は，国レベルの自然環境，社会環境，文化環境，経済環境および独立運動時代以降の政治，経済，
社会，教育である。第５学年と第６学年の違いは，第５学年ではこれらの対象に関する事実的知
識の習得が目標とされているのに対し，第６学ではそれに加えて概念的知識の習得も目標とさ
れていることである。また，表現力については，第４学年では口頭による表現力，第５学年では
文書による表現力，第６学年ではそれらに加えて写真などのさまざまなメディアによる表現力
の育成が目標とされている。これら学年毎の学習対象に関する知識の習得と表現力の育成を通
して，「宗教的態度」については，時間や人間，環境を創造した神の恵みを受け取り，社会・文
化・経済・政治制度を考慮しながら宗教的教えを行う態度を養うことが目標とされ，「社会的態
度」については，それぞれの学習対象に即して，賢明さ，責任，思いやり，礼儀正しさ，自信な
どの態度を養うことが目標とされている。 
 
このように，目標は教科ごとに示され，それらの
目標によって教科ごとにとりあつかう学習対象も示
されているにもかかわらず，すべての学年において，
すべての教科を横断する統合的テーマ学習が採用さ
れるのはなぜであろうか？ 統合的テーマ学習は
「さまざまな科目のさまざまな能力をさまざまなテ
ーマに統合する学習アプローチ」であり，「学習プロ
セスにおける態度，スキル，知識の統合」と「関連す
るさまざまな基本概念の統合」という２つの側面を
もっている。後者の側面があるので，子どもたちは
基本概念を部分的に学ぶことはなく，子どもたちに
とって「学習のまるごとの意味」が与えられること
になる。このような統合的テーマ学習を採用する理
由について，第１学年から第３学年に関しては発達
特性への配慮を，第４学年から第６学年に関しては
思考力育成へのメリットが簡潔に述べられているの
みである。すなわち，第１学年から第３学年の低学
年はいまだ抽象的に考えることができない年齢であ
るから，そして第４学年から第６学年の高学年では
将来的に必要になる学際的思考力を育成するメリッ
トがあるので，統合的テーマ学習を採用するのであ
る。 
 
３）テーマ構成 
全教科を横断する統合的テーマ学習では，どのよ
うなテーマが設定されているのであろうか。各テー
マはどのような内容で構成されているのであろう
か。 
学年毎に８ないし９テーマが設定されている。

2013カリキュラム公表当初は，第１学年と第２学年
は各学年８テーマ，第３学年と第４学年は各学年９
テーマ，第５学年は５テーマ第６学年は６テーマで



あった。しかし，2014 年に発行された教科書で
は，第１学年から第３学年は各学年８テーマ，第
４学年から第６学年は各学年９テーマとなって
いる。教科書は，学年別に，テーマ毎に１冊作成
されている。第１学年から第６学年までの各学年
に設定されているテーマは図表４に示すとおり
である。＜図表４＞学年毎にテーマ１からテーマ
８ないしはテーマ９まで番号が振られているが，
同じテーマ番号に類似のテーマが割り振られて
いるわけではない。言い換えると，第１学年から
第６学年までのテーマの明確な系統性は見られ
ない。全体としては，自分自身，人間関係，自然
の様子，動植物の世話，環境や技術，社会の様子，仕事，歴史にかかわるテーマが，各学年に設
定されている。 
第１学年から第６学年までの教科書を見ると，各テーマには，第１学年から第３学年までは４
つのサブテーマ，第４学年から第６学年までは３つのサブテーマが設定されている。例えば，第
６学年のテーマ２「違いの中の統一」には，サブテーマ１「違いの中でうまくやっていく」，サ
ブテーマ２「目標を達成するために努力する」，サブテーマ３「団結する」が設定されている。
そして，それぞれのサブテーマには６つの活動が設定されている。例えば，第６学年テーマ２の
サブテーマ３「団結する」の６つの活動は，図表５に示すとおりである。＜図表５＞各活動には，
「学習活動」，その学習活動によって「育成されるコンピテンシー」，その学習活動に統合される
教科としての「学習のフォーカス」が明記されている。子どもたちは，６つの活動における一連
の学習活動を通して，さまざまな動物が環境に適応していることや，さまざまな人びとが社会の
中で団結していること，さまざまな構造物の中に調和している角度を見出すことができること
などを学んでいく。 
例えば活動２では，子どもたちは「統一をテーマ
にしたダンスを計画する」，「非標準単位および標準
単位を使用して三角形の角度を測定する」，「新秩序
と改革の時代における社会の変化に関する重要な
情報を記述する」という３つの学習活動を行い，創
造的な態度や愛国心，計画し，測定し，コミュニケ
ーションする能力，ダンスや角度測定，「新秩序と改
革」という第２代大統領スハルト時代における社会
の変化についての知識を習得する。「統一をテーマ
にしたダンスを計画する」学習活動では，まず教師
が，統一の価値を表現する方法にはいろいろなもの
があるが，そのうちの一つがダンスであることを児
童に伝え，東ヌサテンガラ地方の伝統的なダンスで
あるレゴレゴダンスについて調べるよう促す。児童
はレゴレゴダンスについて書かれた文章を読み，そ
の内容を参考にしながら，統一をテーマにしたダン
スを，ダンサーの数，列と動き，伴奏者などについ
て考えながら，グループで計画・練習・紹介する。
「非標準単位および標準単位を使用して三角形の
角度を測定する」学習活動では，まず教師が，東ジャワのヌグレモ地方のダンスは，円を描くよ
うに踊るだけでなく，動きと衣装に三角形が使われていることを児童に伝える。児童は，衣装の
一部であるヘッドバンドの写真を観察し，どのような三角形が使われているか観察する。教師は，
三角形は，インドネシアの伝統的衣装であるバティックの模様にもつかわれていることを説明
する。その後，児童はグリッド紙に三角形を描き，３つの角を切り取って隣り合わせる作業を行
うなどして，三角形の３つの角の和は１８０度であることを理解していく。そして，分度器を使
用したり，三角形の角の総和から計算することにより，角度を測る方法を学び，適用する。「新
秩序と改革の時代における社会の変化に関する重要な情報を記述する」学習活動では，まず教師
が，次のことを児童に伝える。「インドネシア共和国（NKRI）の統一は維持されなければならな
い。これは、1945 年憲法およびパンチャシラに合致している。」「時代は変わる可能性があり、
政府は変わる可能性があるが、国民の一体性と統一はそのままでなければならない。」「インドネ
シアの人々は、独立を得るために植民者と戦うときにこのことを証明した。」次に，新秩序から
改革期までのインドネシア社会の変化の原因と結果について，さまざまな情報源（図書館の本、
新聞、雑誌、インターネット、または周りの大人へのインタビュー）から情報を得ることができ
ることを説明する。児童は，グループで，新秩序と改革の時代における社会の変化を，時系列に
沿ってまとめる。そして，次の問いについて考える：「１．植民地時代に一体性が重要であった
のはなぜか？」「２．インドネシアの人々が団結しなかったらどうなっていたと思うか？」「３．
団結する者は強く，分離する者は脆い」ということばの意味は何か？」 
 



４）「統合」の原理 
上述のテーマはどのような原理で選択・構
成されているのであろうか？ 2013 年カリ
キュラムはこのことを明確に説明していな
い。そこで，インドネシアの初等教員養成課
程の授業においても言及されることのある
Fogarty の理論を援用しながら分析すること
にする。 
Fogartyによると，統合的学習には１０種類のモデルがある。＜図表６＞１０種類とは，1.多
孔性モデル，2.接続モデル，3.入れ子モデル，4.シークエンスモデル，5.共有モデル，6.クモの
巣モデル，7.織り糸モデル，8.統合モデル，9.没入モデル，10.ネットワークモデル，である。
1〜3は「個々の分野の中での統合」，4〜8は「幾つかの分野を横断した統合」，9と 10は「学習
者の頭の中での統合」としてまとめられている。教科横断的統合カリキュラムのモデルとしては，
4〜8のいずれかが該当する。1〜3は教科内での統合モデルであり，9と 10は学習者が自主的に
実践する統合学習のモデルだからである。 
4〜8のモデルは，その番号順に，Fogartyにとってより望ましい統合のあり方を示していると

思われる。８番目のモデルの名称が「統合モデル」となっていることからもそのことがわかる。
統合モデルは，「問題解決」や「関係性（を見出す）」などいくつかの教科に共通のスキルを核に
して，２つの教科に共通のスキルと，それらスキルが適用される教科固有の内容を結びつけてカ
リキュラムを構成する。しかし，インドネシアの小学校教科書で採用されているのは，統合モデ
ルではなく，クモの巣モデルである。クモの巣モデルは，核に据えるのはスキルではなく，概念
やトピック，問題である。 
上述の第６学年のテーマ２「違いの中の統一」では，「統一」という概念が中核に据えられ，
「統一」にかかわる内容がいくつかの教科から選択されている。例えば活動２では，「統一をテ
ーマにしたダンスを計画する。」が文化芸術・工芸科から，「非標準単位および標準単位を使用し
て三角形の角度を測定する。」が算数科から，「新秩序と改革の時代における社会の変化に関する
重要な情報を記述する。」が社会科から選択されている。それぞれの教科において「統一」概念
にかかわる内容が選択されているが，「ダンス（の計画）」，「三角形の角度」，「新秩序と改革の時
代」の間に，内容的な関係はない。他の活動でも同様である。全体として，「統一」という概念
が個々の教科の特定の内容と結び付けられているが，教科の内容相互の関係はない。Fogartyの
１０モデルのうち，クモの巣モデルが採用されている。第１学年から第６学年までの全てのテー
マにおいて，クモの巣モデルが採用されている。クモの巣の核に吸えられているテーマは，低学
年では「私の好きなこと」や「私の毎日の仕事」のように「トピック」であるが，学年が上がる
にしたがって，「自然の変化」や「社会の調和」，「グローバル化」などの「概念」が加わってく
る。「問題」に該当するテーマは採用されていない。 
 
５）おわりに 
上述のように，インドネシア小学校における統合的テーマ学習には，Fogartyのいうクモの巣
モデルが統合的学習モデルとして採用され，また，その核になるテーマは，低学年ではトピック，
学年が上がるにしたがってトピックと概念が選択されている。クモの巣モデルでは，核になるテ
ーマと各教科に何らかの関係性がもたされるが，教科相互の関係性は求められない。全ての教科
の内容を網羅しながら統合カリキュラムを作成するためには，内容的関係性を見いだしやすい
テーマを核に据え，教科相互の関係性を必ずしも求めないクモの巣モデルが使い勝手のよいモ
デルであったと推測される。日本の小学校において教科横断的学習カリキュラムマネジメント
を行う際には，全教科の内容を網羅するカリキュラムを作成する場合は，インドネシアが採用し
たクモの巣モデル，核となるテーマには低学年ではトピックを，学年が上がるにしたがってトピ
ックと概念を選択するという方法が参考になるであろう。全教科を網羅せず，特定の２ないし３
教科での教科横断的学習を投げ入れ的に計画する場合，２教科での連携を実現する共有モデル，
特定のスキルを核にして複数教科の内容を結びつける織り糸モデルや.統合モデルの適用も可能
となるであろう。 
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図表６　統合的学習モデル
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